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AR を活用した起業家教育プログラムの改善 
―「西千葉子ども起業塾」の実践における取り組み― 
鬼澤	 敦子  
千葉大学大学院教育学研究科修士課程  
 
 
	 千葉大学教育学部「授業実践開発演習Ⅱ（キャリア教育演習）」と千葉市との連携研究事業として、2010 年よ
り小・中学生を対象とした起業家教育プログラム「西千葉子ども起業塾」の開発・実践が行われている。本研究
では、「プレ起業塾」の学習の中で地域の活性化について考え、商店街の方々と小学生や大学生のふれあいを目
的とした活動の事例を取り上げる。「プレ起業塾」では iPad の AR ソフトを活用し、仮想と現実の世界を楽しみ
ながら意欲を持ち、１人１人が主体的に活動できたこと、「プレ起業塾」の活動が「西千葉子ども起業塾」の活
動に効果的だったことが示唆された。 
	 キーワード：メディア教育、マルチメディア、AR、iPad、起業家教育、地域連携 
 
 
	 	 	 	 	 	 1.	 はじめに	 
	 
	 千葉市では、地域振興施策の一環として、産業人材の
育成を図り、次世代を担う子ども達への起業家教育「キ
ッズ・アントレプレナーシップ」を喚起している。 
	 その中で、千葉大学教育学部と千葉市との連携研究事
業として、2010 年より小学生を対象とした起業家教育
プログラム「西千葉子ども起業塾」の開発・実践が行わ
れている。（藤川、2011）「西千葉子ども起業塾」は、8
月の 3 日間で行われ、千葉大学生と小学４年生から 6
年生の子ども達が、地域の方々と交流し起業活動を行う。
また、「西千葉子ども起業塾」を小学生の時に経験した
中学生の希望により、昨年から中学生も手伝いに参加す
るようになった。概要を表１に示す1。 
	 「西千葉子ども起業塾」とは、西千葉駅前のふくろう
広場で月に 1 度行われている第三土曜市で起業する活
動である。参加する小学生が課題を見つけ、第三土曜市
を盛り上げるための事業を考え、責任者と契約をして起
業をするという活動である。 
	 起業する内容としては、物やサービスを販売するとい
う活動ではなく、商店街の課題を解決するという事業に
限定することで、安易な販売競争を行わず、地域社会の
活性化に貢献するという達成感や、やりがいを感じて欲
しいと願って活動を計画している。 
 
表１「西千葉子ども起業塾」概要 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 2.	 問題の所在 
 
2.1.	 プレ起業塾の課題	 
	 8 月の第三土曜市で行う「西千葉子ども起業塾」だが、
参加する子ども達の中には第三土曜市に行ったことの
ない子、西千葉駅周辺やふくろう広場に初めて来たとい
う子もいるため、「プレ起業塾」を行い、子ども達が主
体的に活動できるように工夫をした。	 
	 2010 年の「西千葉子ども起業塾」では、ふくろう広
日程 ・プレ起業塾 
平成23年7月20日(土) 
・西千葉子ども起業塾 13:00〜17:00 
平成23年8月22日（木）〜	 24日（土） 
各日9:00〜17:00 
場所 千葉大学西千葉キャンパス、キャンパスに隣接する
ゆりの木商店街「第三土曜市」等 
参加者 小学校4年生〜6年生を対象として募集。定員25名
に対して20名の応募があった。 
（プレ起業塾は1名欠席） 
西千葉子ども起業塾には、中学生が３名お手伝いと
して参加。 
内容 社会起業の体験を行う。 
１、	 ゆりの木商店街で開催されている「第三土曜
市」の課題をみつける。 
２、	 その課題を克服し「第三土曜市」を盛り上げら
れるような事業を考える。 
３、	 「第三土曜市」の責任者と契約の上、事業を実
施する。 
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場の下見や西千葉駅周辺の商店街の見学を「西千葉子ど
も起業塾」の中で行っていた。しかし、３日間という短
い日程の中で見学を行った場合、計画や準備をする時間
が短くなってしまう。また、実際の土曜市の様子を見て、
地域の方にお話を伺うことが大切と考え、作年度より 7
月の第三土曜市の日に合わせて「プレ起業塾」を行うこ
ととした。	 
	 「プレ起業塾」は、初めて出会った子ども達と大学生
が、緊張した面持ちでスタートをする。昨年の「プレ起
業塾」では、クロスワードパズルを行い、西千葉駅周辺
の商店街についてクイズ形式で調査を行った。しかし、
今年初めて参加の子も入れば、３回目だという子もいる。
同じように興味を持ち、主体的に活動させるために工夫
が必要である。	 
	 次に、「西千葉子ども起業塾」のプログラムの開発が
ゲームとしてデザインしているということである。	 参
加する子どもたちには、事前に「ガイドブック」という、
「西千葉子ども起業塾」に必要な情報やルール、豆知識
などが記載されているものを配布することになってい
るが、このガイドブックの文字量が多いことが問題であ
る。サイトウ（2007）は、テレビゲームはマニュアル
を読まなくても操作が覚えられてプレイできてしまう
ことや、段階的に攻略法を学習してクリアしてしまうこ
と、長時間にわたって集中できることがゲームニクスで
あるという。つまり、もっと簡単に子ども達が夢中にな
って学ぶことができるのではないかと考えた。	 
	 また、この「西子ども起業塾」は起業塾内の通貨は現
金とせず、仮想通貨ベア（１ベア＝１円）を使用する。
つまり、リアルとファンタジーを追求することにより、	 
地域活性化という現実的な部分と、子どもが起業すると
いう非現実的で幻想的な部分が交差することにより、効
果的に活動を進めることができると考えた。	 
	 
2.2.	 AR の活用	 
	 そこで、井上（2012）の述べているように、ゲーム
の考え方を学習に生かし、主体的に活動できるように考
えた。地域の状況を楽しく学ぶことができるように、
iPad を活用して AR を使った活動を考案し、「プレ起
業塾」に取り入れることとした。	 
	 AR とは、拡張現実（AR: Augmented Reality）のこ
とである。日経コミュニケーション（2009）には、現実
世界にデジタル情報を重ね合わせて、利用者の活動を支
援するユーザー・インターフェースの技術と、説明され
ている。佐野（2013）は、現実世界とは無関係だった情
報が、いきなり自分の中の「言葉や文字では伝えにくい
情報」の範囲に入ってくるような感じと記述している。
有名な物ではスマートフォン用アプリである「セカイカ
メラ」が話題となった2。	 
また、アイスクリームのふたにスマートフォンをかざす
と、ふたの上でアイドルグループが歌い始めるように見
えるという AR	 アプリや、選挙ポスターの前でスマー
トフォンをかざすと候補者の CM が流れるという AR	 
アプリもあった。最近では、千葉市の防災用の AR	 ア
プリも開発されている。	 
	 	 AR	 を使った先行実践としては、小池（2013）が永野
の実践を紹介している。「袖ヶ浦高校の生徒がポスター
セッションで AR	 アプリを使い、ポスターに iPad をか
ざすとイソギンチャクの産卵の映像が流れる工夫をし
ていた3」と記述している。教育に AR	 を活用した実践
としての先駆けである。この後、教育に AR	 の活用は
増えてきているが、起業家教育としての活用は、まだ行
われていない4。そこで、小学生でも AR を活用し、起
業家教育に生かしたいと考えた。	 
	 本研究では、「Aurasma5」というアプリを使用して、
「プレ起業塾」で子ども達が意欲的に活動すること。初
めて参加する子も、何回か経験している子も楽しめる活
動にすること。ゲームニクスの考えを生かし、iPad を
活用することにより、活動の説明時間が短くても自分た
ちで主体的に活動できると考え、本主題を設定した。	 
	 
	 
図 1	 「Aurasma」アプリの画像	 
	 	 	 	 	 	 	 
3.	 研究の目的と方法	 
	 
3.1.	 研究の目的	 
	 本研究では、「プレ起業塾」において、AR を活用し
た地域活性化の学習について、その教育的効果を明らか
にしていく。	 
	 
3.2.	 研究の方法	 
	 教育的効果に迫るための手立て。	 
(１)学びのプロセスに従った教材開発の工夫をする。	 
・「プレ起業塾」で活用する AR 動画の準備、製作の工
夫と地域の方と大学生の交流について。	 
(２)「プレ起業塾」による子どもの変容から、教育的効
果を考察する。	 
・「プレ起業塾」の子ども達の様子を、班に付き添って
いた学生にアンケートやインタビューに答えてもらい
分析・考察をする。	 
 
4.	 「プレ起業塾」の準備 
	 
?? ???????????????????
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4.1. 「プレ起業塾」で使う AR 動画の準備	 
	 7 月の第三土曜市（プレ起業塾）と 8月の第三土曜市
（西千葉子ども起業塾）両方に出店される方々の動画を
撮影し、iPad をポスターに向けると動画が流れるよう
に準備を行った。ゆりの木商店街に出店されている方々
を中心に撮影をしようと考えていたが、第三土曜市の運
営も行っている、株式会社プロシードジャパン6の吉川
亮にアドバイスをいただいた。(以下、人名は敬称略) 
	 吉川のアドバイスでは、第三土曜市にはゆりの木商店
街の方だけでなく、普段は違う仕事をしている方も出店
をしていること、プロシードジャパンのスタッフも働い
ていることを小学生に気づかせたいとのことだった。そ
こで、ゆりの木商店街に出店をしている「壁の穴7」「ぎ
やまん亭8」のご主人、普段は違う仕事をされている山
田雪望9と西千葉周辺ではなく遠くから参加という「マ
ルハバ！パレスチナ」の岡10、そしてアミーゴジャパン
のスタッフ菊地に取材をさせていただいた。 
	  
4.2. AR 動画の撮影と触れ合い	 
	 事前に連絡を取り、５人の方の撮影を行った。どの方
も好意的で、iPad に向かって小学生達受講生へのメッ
セージをお願いすると、自分の名前と土曜市のお店の紹
介、普段はどんなことをしているのか、そして西千葉子
ども起業塾を頑張ってほしいという期待の言葉を語っ
てくれた。 
	 「壁の穴」の店長木村は、プレ起業塾の日は業務多忙
のため、第三土曜市の会場にあまり行けないとのことだ
った。そこで、AR の動画では商品のドレッシングをメ
インに撮影しようと考えたが、撮影を始めると参加した
いような雰囲気であったため声をかけたところ、とても
意欲的でドレッシングを持ち、踊るように体を動かしな
がら撮影に参加して下さった。撮影した動画を、プレ起
業塾の時にお店に貼るポスターとリンクをさせると話
した時に、１番乗り気になり意欲的に協力してくれた。 
	 また、「ぎやまん亭」の店長に、録画した動画を確認
のために見ていただくと、いつも土曜市の時は普段着だ
けどお店の服の方がわかりやすいかなと、考えて下さっ
た。動画を見たことにより、帽子の存在が気になったよ
うだった。iPad での撮影のため、録画後すぐに再生で
きるところが良かったと感じる。また、AR の設定をし
て説明をしたところ、ポスターに自分の動画が現れるの
を興味深く見て下さった。 
	 「マルハバ！パレスチナ」の岡の撮影に伺ったときは、
iPad を使い撮影、録画、AR の説明を行った後で、「機
械に詳しい皆さんにお願いがある。」と、相談を受けた。
「お店の画像を撮影してメールで送りたいが、上手くで
きない。」とのことだった。そこで、携帯電話の使い方
を１つずつ丁寧に教えたところ、とても喜んで下さった。 
「若い人は、iPad も携帯も使いこなしていて、すごい
ね。使い方がよくわからないから助かった。」と話して
いた。 
	 このようなことより、普段は食事をしに行ったり、買
い物をしたりというだけの大学生とお店の方との関係
が、西千葉子ども起業塾や AR の動画撮影により交流が
深まったと感じた。 
	 	 
4.3. AR 動画の準備	 
	 5 人の撮影を終えると、AR アプリを起動してポスタ
ーとのリンク付けの準備を行った。 
①動画を撮影して選択し、名前を付ける。	 
②リンクを付けたい画像を撮影する。（ポスター）	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図 2	 準備①・②の画面	 
	 
③オーバーレイの位置を確定する。	 
④チャネルに追加する。（名前を入力して保存する）	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図 3	 準備③・④の画面	 
	 
	 5 人を撮影した動画と iPad をかざすと動画が流れる
ポスターを準備して、事前に掲示させていただいた。 
	 子ども達は４人ずつ 5 つのグループに分かれ、１つ
のグループに１台 iPad を配布することとした11。 
	 プレ起業塾当日に塾長12が欠席することになったた
め、子ども達の持つパンフレットを iPad でかざすと塾
長の動画が流れるように工夫して、事前の説明に活用す
ることとした。	 
	 また、プレ起業塾の最後に受講生に渡す許可書にも、
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塾長からのお祝いのメッセージが流れるように、準備を
した。	 
	 
4.4. プレ起業塾当日最初の様子	 
	 	 12:45 受付開始 13:00 開始の予定だったが、12:30 か
ら子ども達は集まり始め、子ども達のやる気を感じた。	 
	 西千葉子ども起業塾の説明と、アイスブレイクを行い
グループ分けをした後で、AR の説明を行った。	 
	 練習として、プログラムをかざすと、塾長の姿が現れ
ることを話すと、どの子も興味深く動画を見つめていた。	 
（図１）	 
	 活動内容として、	 
①	 それぞれのグループに渡した地図の中に描かれて
いるポスターの場所に向かう	 
②	 ポスターに iPad をかざす	 
③	 動画が流れミッションを話す	 
④	 動画に出て来た人物を探してインタビューをする。	 
と、説明した。	 
少し心配そうではあったが、1班に１人大学生の班付き
のスタッフがいたため、安心できた様子だった。	 
	 
図 4	 プログラムに iPad をかざして塾長の動画を見	 
	 	 	 る子	 
	 
4.5.	 プレ起業塾当日 AR を活用した活動の様子	 
	 全員でふくろう広場へ移動し、活動を開始した。各班
の活動の順番を地図に記してあるため、混乱することな
くゆりの木商店街の中を活動することができた。ポスタ
ーを見つけると、嬉しそうに iPad をかざして交代で動
画を見ていた。一目見て「もう顔を覚えたから行こう。」
と言う子もいれば、名前やヒントをよく聞いてメモに書
き込む子もいた。	 
	 
図 5	 iPad で AR の動画を見る子ども達	 
	 ふくろう広場に戻り、動画に映し出された方を見つけ
ると、それまでは元気だった子ども達の顔が緊張した顔
つきに変化して、挨拶をしてインタビューを行った。	 
①	 自己紹介	 
②	 土曜市のお店についての質問	 
③	 普段の仕事の内容	 
④	 「アミーゴ」と言って握手で挨拶13	 
以上４つの任務を行った。	 
	 	 最初は硬い表情で挨拶をする子ども達だったが、話し
ている間に緊張がほぐれ、最後には笑顔で握手をする姿
が見られた。また、挨拶だけでなく、８月の西千葉子ど
も起業塾について積極的にインタビューをする子もい
た。	 
	 
	 
図 6	 インタビューをする子ども達	 
	 
	 土曜市や商店街の中から、ポスターを探し出しiPadをか
ざすことで、誰を捜すかミッションを知ることができた。
そして、ミッションをクリアした内容について、閉会式の
前に活動報告をしてもらうことができた。	 
	 １時間の間に多い班は４カ所、少ない班は２カ所回るこ
とができた。	 
	 吉川の話などをしっかりと聴き、起業塾に参加する上で	 
大切なことを学んだ子ども達は、プログラムに入塾許可証
を貼り付けた。入塾許可書にiPadをかざすと、塾長がまた
ARで登場し、「お疲れさま～」と子どもたちを労る声が
響いた。	 
	 
図7	 閉会式で塾長の挨拶を聞く子ども達	 
	 
?? ???????????????????
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 プレ起業塾は短い時間ではあったが、初めて出会った
子ども達で協力しながら、作戦を立てて主体的に学ぶこと
ができていた。	 
	 
4.6.	 西千葉子ども起業塾の活動 
	 8 月の西千葉子ども起業塾では、プレ起業塾で調査し
た内容を生かして４つの会社ができた。概要を表２に表
す。 
 
表２	 2013 年	 西千葉子ども起業塾で起業した会社 
 会社の名前 仕事の内容 
① クリーンアミーゴ 
 
落ち葉の掃除と、折り紙
の飾りづくり 
② COOL ゆりの木 
 
水鉄砲の的当てと、肩も
み 
③ 第三土曜市もりあ
げたい 
広告を作成して配布する 
 
④ フクロウ投票会社 
 
ふくろう広場のふくろう
に名前をつける活動 
 
	 プレ起業塾でゆりの木商店街や第三土曜市を調査し
たのは、AR を使った活動の１時間だけであったが、起
業した会社や仕事の内容を見ると、落ち葉が落ちていた
こと、飾りがなく寂しいと感じたこと、日差しが暑いこ
と、人の出入りが少ないこと、飾りのふくろうに名前が
ないことなど、よく見て、インタビューした内容を考え、
よく考えた内容だと感じた。 
 
5.	 スタッフ学生への調査と考察	 
 
	 プレ起業塾、西千葉子ども起業塾の企画、運営を通し
て AR を活用した地域活性化の学習に対して学生はど
のような思いを抱いていたのだろうか。学生へのアンケ
ート調査とインタビュー調査の結果をまとめていく。 
 
5.1.	 アンケート調査と考察	 
	 プレ起業塾の終了後、アンケートによる調査をスタッ
フの大学生に行った。（17 名） 
	 「プレ起業塾で AR を活用したことによる効果」とし
て、全員が「楽しそうだった」、「意欲的に活動していた」
と、効果があったと解答している。 
	 他にも、「AR が新鮮で良かった」「みんなが AR をや
りたいと言っていたが、交代で使うことができていた」
「地域の方も興味深そうに見ていた」という意見があっ
た。 
	 また、西千葉子ども起業塾の終了後にメールとインタ
ビューで AR を活用した地域活性化の学習について調
査を行った。子ども達の近くで様子を見ていた班付きの
学生 3 人（①②③）と、AR の活動に関わりのあった塾
長④、秘書⑤、物品班⑥、TA⑦の４人、合計７人つい
て考察をする。 
①	 班付き 
	 AR については楽しそうだった。iPad は４人で１ 
台だったが、どちらかといえばみんな控えめで、iPad
を落としたら怖いという感じだった。 
②	 班付き 
	 班にしっかりした女の子がいて、最初は「去年と同
じことをするんでしょ。もう知っている。」という態度
だったが、AR の活動により変貌した。  
	 誰を捜すかというミッションが楽しく、目標ができ
たことで団結して活動していた。 
	 動画の音が小さかったが、この女の子がイヤホン出
して聞き取っていた。動画に出て来た人を見て、昨年
の経験を生かしてアドバイスをしていた。 
	 初めて参加した４年生は iPad を持って歩くという
仕事があり、高学年が作戦を立てるという役割が出来
上がっていた。4 人で iPad が１台だったため交流がで
きて、１つの課題に向かって仲良くなれたと感じた。
起業塾では違うメンバーだったが交流していた。 
	 商店街の人と知り合うきっかけづくりとして、よか
った。 
③	 班付き 
	 班の子ども達は、みんな iPad を触りたがった。iPad
係を決めたが、結局交代で全員が操作した。 
	 iPad をかざして「出てきた出てきた！」と喜んでい
たが、顔を見るだけであまり話しは聞いていなかった。
きちんと聞こうとした時に、AR が最初からしか再生
できないため、いらいらしていた。 
	 土曜市では積極的に地域の方に挨拶をして、他の班
にはない情報を仕入れたいと、質問をしていた。ただ、
地域の方が世間話を話して下さっても、時間がないた
めそわそわしていた。 
④	 塾長 
 AR であったから良かったのかはわからないが、映像
により塾長がどんな人か認識してくれた。 
プレ起業塾のときの応援メッセージを覚えていて、も
う１度やってと言われた。 
ゆりの木商店街がどういうところなのか、商店街には
どのような方がいるのか、ざっくりわかってもらえた。 
 AR というものを今回導入し、活動の様子を映像で見
たところ、子どもたちが楽しそうに積極的に活動に参
加していた。 
⑤	 秘書 
	 去年は、プレ起業塾でクロスワードが１人１枚全員
で答えを見つけた。今回も iPad は１人１台がよかっ
たと思った。もしくは、２人組で行う。グループにす
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る必要がなかった。班活動をするという意味でなら、
２人で１台がよかった。 
活動はおもしろかった。みんな意欲的だった。 
班付きで AR の使い方を理解していない人もいた。 
⑥	 物品班（AR 班） 
	 AR 準備のために地域を取材して、気づかなかった
店の存在を知り、近隣の人々の協力が地域には必要な
こと、地域で活動することにより活気が生まれ、コミ
ュニケーションがとれて繋がりができる。学生として
地域とのコミュニケーションが希薄なため、良い社会
勉強になった。 
	 iPad を持ち歩いて使用すること、AR の映像が出て
くることで、子ども達は真剣で、目を輝かせ、楽しそ
うに一致団結して取り組んでいた。 
	 土曜市では、大人とのコミュニケーションに戸惑い
も合ったようだが、良い経験になったのではないか。 
親以外の大人や学生と関わること、課題をクリアする
こと、挨拶や超えかけなどで大人と関わる良いきっか
けとなっていた。 
	 リアルとして大人との関わり、ファンタジーとして
映像との関わりがあり効果があったと思う。ファンタ
ジーとしては受け身だけの情報だが、リアルな部分で
実際に話す時にグループで協力して取り組んでいた。 
	 プレ起業塾があることで、起業塾本番への継続と期
待が持てた。プレ起業塾で土曜市を見ることで、イメ
ージや何が必要かを感じていた。 
	 プレ起業塾のメンバーと起業塾のメンバーは違う
が、プレ起業塾の経験を生かして交流していた。 
⑦	 TA 
	 町を歩く活動としては、クロスワードより楽しかっ
た。人数は難しい。２人組でも良かったと思ったが、
子ども達の交流がメインのため、４人グループでよか
った。交流がメインだった。 
	 第三土曜市の場所がわかって雰囲気がわかった。地
域の探検をすることができた。 
	 プレ起業塾のまとめ、閉会式で余裕がなかった。 
	 第三土曜市を知ることができて、西千葉起業塾に生
かせていた。 
	 去年から、プレ起業塾が始まったがよかった。 
	 今年は AR が楽しんでいてよかった。アナログよ 
り盛り上がっていた。楽しかった思い出が残り、８月
が楽しみになると思う。8 月へつながっていた。 
リアルとファンタジーとしては、土曜市というリアル
の部分とベアーという仮想通貨の部分を知って、しか
けを楽しめた。 
	 iPad の台数については、⑤は１人に１台が良かった
のではという意見だったが、①②③⑥⑦の意見から４人
に１台で効果的だった。しかし、音声に関しては②も③
も聞こえづらかったという意見のため、前もってイヤホ
ンの準備や情報を紙で持って知らせるなどの工夫が必
要だった。 
	 西千葉子ども起業塾の活動が初めての子と３回目と
いう子もいたため、活動に工夫は必要であり、今回の
AR を使った活動は協力して活動するという意味で効
果があったとわかった。 
 
6.	 おわりに（成果と課題）	 
	 
6.1.	 成果	 
	 起業家とは、自分で考え主体的に行動し判断しなけれ
ば行けないと感じる。今年のプレ起業塾において、AR
を活用した学習を取り入れたことにより、初めて出会っ
た子ども達が自然とコミュケーションを取り合い、恊働
的に学べたことは新規性の良さだけでなく、iPad を持
つことにより活動の幅が広がり、コミュニケーションを
取りやすくする効果があったと考えられる。小学生同士
のコミュニケーションだけでなく、小学生と地域の方、
地域の方と大学生、大学生と小学生の間でコミュニケー
ションが生まれていたと感じる。 
	 道具である iPad を効果的に有効に活用できる方法を
今後も考えて行きたい。 
 
6.2.	 課題	 
	 本研究は AR の動画を大学生が準備をして、小学生が
体験する活動だったが、学校現場においては小学生が動
画を撮影して AR 体験を行う活動に発展できると考え
る。総合的な学習や生活科、国語科の等で主体的に活動
ができるように考えたい。 
	 その際 iPad が１人１台が良いのか、グループで１台
が良いのか追求して研究をしていきたい。 
	 起業家教育としては、西千葉子ども起業塾で学んだこ
とを学校現場で行かせるように、委員会やクラブを自分
たちで主体的に活動ができるように考えるシステムづ
くりを提案して行くべきだと考え、今後も努力をしてい
きたい。 
 
                                                   
1 阿部学（2011）「地域連携による『社会起業家教育』の構造
と意義—教育学部生と起業家への事後調査からー」、「起業家教
育に関する実践研究」藤川大祐編、人文社会科学研究科研究プ
ロジェクト報告書、第 237 集、p.11 を参考として記述。	 
2	 小林啓倫(2010)『AR—拡張現実』マイコミ新書 pp.20—21	 
3	 2012 年 11 月に行われたと小池孝司ら（2013）『iPad 教育活
用７つの秘訣』ウィネット出版 p.34 に書かれている。	 
4	 CiNii で調べた結果（2014 年 2 月 8 日	 現在）	 
5	 Aurasma	 は英国のオートノミー社が開発した。ナレッジワ
ークスが導入のコンサルティング、支援サービスを行っている。	 
OS4 以上を搭載した iPhone,iPad および Android2.2 以上を搭
載した Android に対応し、無料でダウンロードができる。
iPhone と iPad2 の場合は、iTunes App Store からダウンロー
?? ???????????????????
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ド可能。Android の場合は、Google Play からダウンロード可
能。
http://hp.knowledge-works.co.jp/lineup/ar/aurasma-faq/	 	 
最終閲覧日 2014.3.22	 
6	 株式会社プロシードジャパンは、千葉大生に成長・挑戦でき
る環境を提供したいという理念の下、学生にワークショップ企
画の機会等を提供する事業を行っている。	 
7	 パスタのお店「壁の穴」は、西千葉のゆりの木通りにある。
土曜市ではドレッシングの販売を行うこと、店長は調理場が忙
しいとのお話だったため、ドレッシングの紹介をメインに撮影
をしようと考えた。しかし、店長が撮影に協力的だったため出
演をお願いした。土曜市当日もお店の邪魔にならないように気
を配ったが、店長は「壁の穴」の外まで出て来て、子ども達の
対応を行った。	 
8	 中華料理のお店「ぎやまん亭」は、西千葉のゆりの木通りに
ある。土曜市ではおいなりさんの販売をしている。	 
9	 普段は会社に勤めているが、土曜市には手作りのマスコット
などアクセサリーを販売している。	 
10	 普段はスペース稲毛というフリースペースで雑貨のお店を
出している。土曜市の日は、パレスチナのお店を出した。	 
11	 当日は 1人欠席のため、3人グループが 1つあった。	 
12	 この授業のリーダーである碓井一樹である。	 
13	 ゆりの木商店街、ふくろう広場では挨拶として「アミーゴ」
と挨拶を行う。	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